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【研究活動の要約】 

端午の節句の花として親しまれるアヤメ科植物「ハナショウブ」は京都府城陽市の特産花であり、

「市の花」にも制定されている。その歴史は古く、国内 4大産地の一つとしても知られている。ま

た現地では「ハナショウブ」と並んで同アヤメ科植物「カキツバタ」の栽培も精力的に行われてい

る。当該地域における栽培の最大の特徴は、良質で温かい地下水を利用した促成栽培であり、冬期

よりその湧水を掛け流すことで開花期を早め、端午の節句に出荷を合わせるよう開花を制御するこ

とで市場のニーズに応えてきた。しかしながら近年、土壌病害が蔓延し、大きな問題となっている。

そこで私たちは、その病害防除に向けた調査研究に着手した。具体的には①病原体の同定と特異的

検出手法の開発、②実験室レベルでの病原体の感染特性の評価、③生産現場における被害状況や病

原体蔓延状況の調査、④現地土壌の理化学性および菌叢の解析④効率的な防除手段の立案と実験

室、現場レベルでの有効性の検証等を進めている。 

【研究活動の成果】 

Ø これまでに現地におけるハナショウブ被害個体の解析から原因菌を1種特定していたが、再調査

により新たに2種の病原菌が分離された。 

Ø 上記3種の病原菌のDNA配列に基づくプライマーを設計し、PCRを利用した各病原菌の迅速か

つ特異的な検出手法の確立に成功した。うち2種についてはバイオマスの定量も可能となった。

次年度は本法を利用して生産現場における各病原菌の蔓延状況の調査を行う予定である。 

Ø 生産現場の土壌の理化学性について調べたところ、被害が大きい圃場ほど、土壌酸度が低い傾

向が認められたことから、土壌酸度を上げることにより被害を軽減できる可能性が示唆された。

しかしながらその一方で、土壌の酸度矯正がハナショウブの生育に影響を与える可能性もある。

そこでハナショウブの生育と土壌酸度の関係について調べた結果、土壌酸度が高くなるにつれ

て草丈や葉幅、重量が有意に低下した。次年度は3種の病原菌の感染と土壌酸度の関係について

調べ、現場での実用に向けた酸度矯正資材処理量の最適化を図る予定である。 

Ø 病原菌の防除処理時の土壌の菌叢や有機物の状態を解析・可視化する方法を開発した。 

Ø 感染を早期診断のためのマーカー遺伝子の探索のため、ハナショウブのRNA発現解析を行った。 

【研究成果の還元】 

令和 6年 7 月 5 日、11 月 8 日：JA京都山城城陽南支店、ハナショウブ等の土壌病害対策に関する検

討会（10-12 名） 

【お問い合わせ先】   生命環境科学研究科 植物病理学研究室  講師・辻 元人 

  Tel: 075-703-5664      E-mail: gnosjiutte@kpu.ac.jp 
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